
〈
特

集

「
環

境

と
共

生

」

１

〉

環
　
境
　
と
　
共
　
生

地

球
上
の
環
境
問
題

と
し
て

は
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
・
地
球
の
温
暖
化
・

酸
性
雨

・
熱
帯
林
の
減
少

・
砂
漠
化

・
開
発

途
上
国
の
公

害
・
野
生
生
物

種

の
減
少

・
海
洋
汚

染
・
有
害
廃
棄
物
の
越
境
移
動

な
ど

の
問
題

が
指
摘

さ
れ

て

い
る
。

こ
う
し

た
環
境
問
題

に
立
ち
向

か
う
人
間
生
活

の
あ
り
方
と
し
て
、

共

生

（
と
も

い
き
）
が
提
唱

さ
れ
て

い
る
。
こ
の
共

生
の
思

想
の
起
源
を

探
る
と
と
も

に
、
共
生
と

い
う
人
間
生
活

の
あ
り
方

を
、
私

の
理
解
の
範
囲

内
で
述

べ
て
み

た
い
と
思
う
。

共

生

の

思

想

と

は
、

仏

教

の

根

本

思

想

「
縁

起
」
ｐ
ｒａ
ｔ
ｌｔｙ
ａ
-

ｓ
a
mｕ
ｔｐ
ａ
ｄａ

か
ら
生
ま

れ
て
い
る
と

い
う
指

摘
が
あ

る
。

し

か
し
直
接

的

に

は
中

国
の
善

導
（
六

二

丁

六
八
一
）
と
い
う
初

唐

の
浄

土
教
思

想
家

の

「
願
共
諸
衆
生
往
生
安
楽
国
-
願
わ
く
は
諸
の
衆
生
と
共
に
安
楽
国
に
往
生

せ
ん
」
（
『
往
生
礼
讃
』
）
と
い
う
偈
文
、
い
ま
一
つ
は
源
信
（
九
四
二
-
一
〇
一

七
）
が

『
往
生
要
集
』
に
「
共
生
極
楽
成
仏
道
－

共

に
極
楽

に
生
じ
て
仏

道

高
　
橋
　
弘
　
次

を
成
ぜ
ん
」
（
四
弘
誓
願
）
と
い
う
こ
と
ば
を
、
法
然
（
一
一
三
三
－
一
二
一

二
）
が
受
け

と
め
、
わ
が
国

に
根
づ
か
せ
た
と

い
え
よ
う
。

共

生
（
き

ょ
う
せ

い
）
と
発
音
す
る
の
は
漢
音
で

あ
り
、
仏
教
読
み
は
共

生
（
ぐ
し
ょ
う
）
で
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
卜
に
そ
の
こ
と
ば
を
求
め
る
な

ら
ぱ

、
共

生
Ｓ
ｅ

ｊ
ｒ
ｇ

（
共
・
共
生
・
和
合
・
相
応
）
が
指
摘
で
き

る
。

い
ず

れ
の
こ
と
ば
も
「
理
想
と
す
る
国
・
世
界
に
人
び
と
と
共
に
往
こ
う
」

と

い
う
ほ
ど

の
こ
と
ば
で
あ

る
。
ひ
と
り
で

は
な
く
他
の
人
び
と
と
共
に
、

と

い
う
と
こ
ろ

に
ア

ク
セ
ン

ト
が
あ
る
。
そ
の
共

生
す
る
国
・
世
界

を
安
楽

国
・
極
楽
浄
土
と
す
る
が
、
こ
こ
で

は
理
想
と
す

る
国
・
安
全
な
世
界

と
み

な
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
理
想
と
す

る
世
界

に
自
分
の
み
が
往
く
（
自
利
）

の
で
は
な
く
、
人
び
と
と
共

に
往
く

（
利
地
）
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
の
で

あ
る
。

こ
れ
を
現
代
に
お
い
て
浄

土
宗
の
信
仰
運
動
と
し
て
、
「
共

生
会
」
と
呼



称
し
て
、
そ
の
運
動
を
提
唱
し
た
の
が
椎
尾
弁
匡
（
一
八
七
六
-
一
九
七
一
）

で

あ

る
。

彼

は

『
共

生

の

基

調

』

の

な

か

で

つ

ぎ

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る
。

共

に
生

き

る

と

い

う

こ

と

は

、

唯

一

の

生
き

る

と

い

う

こ

と

を

全

う

す

る

の
だ

と

い

う

こ

と

を

明

ら

か

に

体

験

せ

ら

る

る

の
で

あ

り

ま

す

。

そ

の
道

は
決

し

て

日

本

だ
け

の

道

と

は
思

い

ま
せ

ぬ
。

そ

れ

は

同

時

に

人

類

が

同

じ

に
進

む

道
で

あ

っ
て

、

ど

こ

に
も

そ

う

あ

る

べ
き

道

で

あ

る
。

た
だ

今

ま

で

非

常

に
誤

っ
た

道

を
歩

い
て

い

っ

た

か
ら

、

正

し

い

道

に

入

る
こ

と

が

で

き

な

か

っ
た
が

、

日
本

が

正

し

い
人

類

の
共

生

の

道
を

体

験

す

る
こ

と

が

で

き

ま

す

れ

ば

、

中

国

で

も

ア

メ
リ

カ
で

も

、

ロ

シ

ア

で

も

、

い
ず

れ

で

も

人

類

共

生

の
大

き

な

国

家

生

命

を

味

い
、

社

会

生

命

を

味

わ

っ
て

こ

れ

を

現

わ

し

て

ゆ

く

。

そ

う

な

り

ま

し

た

時

に
始

め

て

世
界

の

人

類

の

共

生

の
生

命

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

こ

の
共

生

思

想

を

ま

な

び

、

こ

れ

を

援

用

し

て

建

築

家

の

黒

川

紀

章

は

『
共

生

の

思

想

』

を

著

述

し

て

、

独

自

の

共

生

思

想

を

提

唱

し

て

い

る

。

こ

の
共

生

と

い

う

こ

と

ば

の

概

念

は

、

今

日

の

社

会

の

あ

ら

ゆ

る

面

、

と

く

に

地

球
上

の

環
境

問

題

に

対

応

す

る
人

間

生

活

の

お

り

方

と

し

て

受

け

と

め

ら

れ

て

い

る

と

い

っ
て

よ

い

。

人

間

そ

の

も

の

が

互

い

に

生

命

を

大

切

に

し

よ

う

と
す

る

立
場

か

ら
、

自

然

観

・
環

境

観

を
み

な

お
す

・

考
え

直

す

動

き

の

な

か

に
取

り

入
れ

ら
れ

よ

う

と

し

て

い

る
。

こ

の

共

生

思

想

の

思

想

的

淵

源

と

み

な

さ

れ

る

縁

起

と

は

、

ｐ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｔ
ｙ
ａ
-
ｓ
a
m
ｕ
ｔ
ｐ
ａ
ｄ
ａ
（
s
k
t
)
と
い
う
「
縁
り
て
起
る
こ
と
」
「
縁
り
て
生

起
す
る
こ
と
」
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
因
と
縁
-
直
接
的
原

因
を
因
（
h
e
t
u
）
と
い
い
、
間
接
的
原
因
（
条
件
）
を
縁
（
ｐ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｔ
ｙ
ａ
）
と

い

い

、

こ

の

因

縁

が

和

合

し

て

、

す

べ

て

の

現

象

世

界

は

生

起

し

て

い

る

と

い

う

の

で

あ

る

。

い

わ

ゆ

る

、

す

べ

て

の

現

象

世

界

は

、

因

縁

に

よ

っ

て

生

起

し

て

い

る

、

と

い

う

の

が

縁

起

の

意

味

す

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

こ

の

縁

起

は

初

期

仏

教

の

時

代

か

ら

種

々

の

縁

起

説

（

五

蘊

説

・

十

二

縁

起

説

・

十

二

処

十

八

界

説

な

ど

）

が

生

ま

れ

表

現

さ

れ

て

い

る

。

そ

こ

で

、

こ

の

縁

起

の

世

界

（

現

象

）

に

向

け

て

、

仏

教

を

実

践

す

る

も

の

が

、

い

か

に

立

ち

向

か

う

か

を

説

き

示

し

て

い

る

経

典

・

玄

奘

訳

の

『

般

若

心

経

』

を

紹

介

し

た

い

。

般

若

波

羅

蜜

多

心

経

唐

三

蔵

法

師

玄

奘

訳

観

自

在

菩

薩

。

行

深

般

若

波

羅

蜜

多

時

。

照

見

五

蘊

皆

空

。

度

一

切

苦

厄

。

舎

利

子

。

色

不

異

空

。

空

不

異

色

。

色

即

是

空

。

空

即

是

色

。

受

想

行

識

亦

復

如

是

。

舎

利

子

。

是

諸

法

空

相

。

不

生

不

滅

。

不

垢

不

浄

不

増

不

減

。

是

故

空

中

。

無

色

。

無

受

相

行

識

。

無

限

耳

鼻

舌

身

意

。

無

色

声

香

味

触

法

。

無

眼

界

。

乃

至

無

意

識

界

。

無

無

明

。

亦

無

無

明

尽

。

乃

至

無

老

死

。

亦

無

老

死

尽

。

無

苦

集

滅

道

。

無

智

亦

無

得

。

以

無
所
得
故
。
菩
提
薩
■
。
依
般
若
波
羅
蜜
多
故
。
心
無
■
檠
礙
。
無
量
礙

故

。

無

有

恐

怖

。

遠

離

〔

一

切

〕
顛

倒

夢

想

。

究

竟

涅

槃

。

三

世

諸

仏

。

依

般

若

波

羅

蜜

多

故

。

得

阿

耨

多

羅

三

藐

三

菩

提

。

故

知



般

若

波

羅

蜜

多

。

是

大

神

呪

。

是

大

明

呪

。

是

無

上

呪

。

是

無

等

等

呪

。

能

除

一

切

苦

。

真

実

不

虚

故

。

説

般

若

波

羅

蜜

多

呪

。

即

説

呪

日

掲

帝
　

掲

帝
　

波

羅

掲

帝
　

波

羅

僧

掲

帝
　

菩

提

僧

莎

訶

般

若

波

羅

蜜

多

心

経

般

若

波

羅

蜜

多

心

経

唐

の

三

蔵

法

師

玄

奘

訳

す

観

自

在

菩

薩

、

深

般

若

波

羅

蜜

多

を

行

じ

し

時

、

五

蘊

皆

空

な

り

と

照

見

し

て

、

一

切

の

苦

厄

を

度

し

た

ま

え

り

。

舎

利

子

よ

、

色

は

空

に

異

な

ら

ず

。

空

は

色

に

異

な

ら

ず

。

色

は

す

な

わ

ち

こ

れ

空

、

空

は

す

な

わ

ち

こ

れ

色

な

り

。

受

想

行

識

も

ま

た

ま

た

か

く

の

ご

と

し

。

舎

利

子

よ

、

こ

の

諸

法

は

空

相

に

し

て

、

生

せ

ず

、

滅

せ

ず

、

垢

つ

か

ず

、

浄

か

ら

ず

、

増

さ

ず

、

減

ら

ず

、

こ

の

故

に

、

空

の

中

に

は

、

色

も

な

く

、

受

も

想

も

行

も

識

も

な

く

、

眼

も

耳

も

鼻

も

舌

も

身

も

意

も

な

く

、

色

も

声

も

香

も

味

も

触

も

法

も

な

し

。

眼

界

も

な

く

、

乃

至

、

意

識

界

も

な

し

。

無

明

も

な

く

、

ま

た

、

無

明

の

尽

く

る

こ

と

も

な

し

。

乃

至

、

老

も

死

も

な

く

、

ま

た

、

老

と

死

の

尽

く

る

こ

と

も

な

し

。

苦

も

集

も

滅

も

道

も

な

く

、

智

も

な

く

、

ま

た

、

得

も

な

し

。

得

る

所

な

き

を

以

て

の
故
に
。
菩
提
薩
■
は
、
般
若
波
羅
蜜
多
に
依
る
が
故
に
。
心
に
■
■

な
し
。
■
■
な
き
が
故
に
、
恐
怖
あ
る
こ
と
な
く
、
（
一
切
の
）
■
倒

夢

想

を

遠

離

し

て

涅

槃

を

究

竟

す

。

三

世

諸

仏

も

般

若

波

羅

蜜

多

に

依

る

が

故

に

、

阿

耨

多

羅

三

藐

三

菩

提

を

得

た

ま

え

り

。

故

に

知

る

べ

し

、

般

若

波

羅

蜜

多

は

こ

れ

大

神

呪

な

り

。

こ

れ

大

明

呪

な

り

。

こ

れ

無

上

呪

な

り

。

こ

れ

無

等

等

呪

な

り

。

よ

く

一

切

の

苦

を

除

き

、

真

実

に

し

て

虚

な

ら

ざ

る

が

故

に

。

般

若

波

羅

蜜

多

の

呪

を

説

く

。

す

な

わ

ち

呪

を

説

い

て

日

わ

く

、

掲

帝
　

掲

帝
　

波

羅

掲

帝
　

波

羅

僧

掲

帝
　

菩

提

僧

莎

訶

般

若

波

羅

蜜

多

心

経

こ

の

『

般

若

心

経

』

の

は

じ

め

に

は

、

観

自

在

菩

薩

、

深

般

若

波

羅

蜜

多

を

行

じ

し

時

、

五

蘊

皆

空

な

り

と

照

見

し

て

、

一

切

の

苦

厄

を

度

し

た

ま

え

り

。

と

あ

る

。

こ

れ

が

『

般

若

心

経

』

の

総

論

で

あ

る

。

あ

と

に

つ

づ

く

内

容

は

心

経

の

各

論

で

あ

る

。

仏

教

実

践

の

代

表

者

と

み

な

さ

れ

る

観

音

菩

薩

が

、

智

慧

の

行

を

行

じ

た

時

（
ｃ
ａ
ｒ
ｙ
a
m

　
ｃ
ａ
ｒ
ａ
ｍ

ａ
ｎ
ｏ

）
、

五

蘊

（

色

・

受

・

想

・

行

・

識

）
、

つ

ま

り

人

間

存

在

（

五

取

蘊

）
　

は

空

（
ｓ
ｕ

ｎ
ｙ

ａ

ｔ
ａ

）

な

り

と

照

見

（
ｐ
ａ
ｓ
ｙ
ａ

ｔ
ｉ

ｓ
m
a

　
・

見

抜

い

た

）

し

て

、

一

切

の

苦

厄

（

苦

境

）

か

ら

救

わ

れ

た

、

と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
五
蘊
（
色
・
受
・
想
・
行
・
識
＝
五
取
蘊
）

は

、

直

接

的

に

は

「

凡

夫

と

し

て

の

有

情

の

生

存

」

を

い

う

が

、

「

五

蘊

は

一

切

法

で

あ

る

」

と

も

い

え

る

の

で

あ

る

。

つ

ま

り

五

蘊

は

人

間

存

在

を

い



う

と

と

も

に

一

切

の

現

象

す

べ

て

を

指

し

て

い

る

と

い

え

る

の

で

あ

る

。

こ

の

五

蘊

を

照

見

（
見

抜

く

）

し

て

空

じ

て

い

く

と

い

う

の

で

あ

る

。

空

（
ｓ
ｕ
ｎ
ｙ
ａ
ｔａ
）

じ

て

い

く

と

い

う

の

は

、

換

言

す

れ

ば

、

欲

望

・

執

着

・

愛

取

を

抑

制

し

減

滅

し

て

い

く

と

い

う

こ

と

に

な

る

。

し

た

が

っ

て

こ

の

欲

望

・

執

着

を

抑

制

し

減

滅

し

て

い

く

な

ら

ば

、

人

間

は

一

切

の

苦

境

（
苦

し

み

）

か

ら

救

わ

れ

る

（
脱

出

・

解

放

）

と

い

う

の

で

あ

る

。

こ

の

五

蘊

と

い

う

人

間

を

中

心

と

す

る

現

象

世

界

は

、

人

間

の

欲

望

の

充

足

の

た

め

に

生

じ

た

世

界

で

あ

り

、

環

境

問

題

も

そ

の

現

象

世

界

の

一

面

で

あ

る

。

そ

の

現

象

世

界

（
環

境

問

題

）

に

対

す

る

対

処

、

つ

ま

り

智

慧

の

行

を

行

じ

て

照

見

し

、

空

じ

て

い

く

（
ｓ
ｕ
ｎ
ｙ
ａ
ｔａ
）

と

い

う

対

処

の

あ

り

方

は

、

仏

教

の

現

象

世

界

（
環

境

問

題

）

に

対

す

る

あ

り

方

と

み

て

よ

い

。

そ

れ

は

欲

望

の

抑

制

・

減

滅

を

意

味

し

て

い

る

と

み

な

さ

れ

る

か

ら

で

あ

る

。

こ

の

仏

教

の

実

践

の

あ

り

方

に

対

し

て

、
『
般

若

心

経

』

の

終

わ

り

に

は

、

「
ｇ
ａ
ｔ
ｅ
　
ｇ
ａ
ｔ
ｅ
　
ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｇ
ａ
ｔ
ｅ
　
ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｓ
ａ
ｍ
ｇ
ａ
ｔ
ｅ
―
往
き
ま
し
ょ
う
、
往
き
ま
し
ょ

う
、
彼
の
岸
に
往
き
ま
し
ょ
う
、
彼
の
岸
に
一
緒
に
往
き
ま
し
ょ
う
―
拙

訳

」

と

あ

り

、

こ

れ

は

観

自

在

菩

薩

の

叫

び

声

な

の

で

あ

る

。

鈴

木

大

拙

は

、

こ

こ

の

と

こ

ろ

を

観

自

在

菩

薩

の

「
内

的

存

在

の

深

奥

よ

り

す

る

絶

叫

で

あ

る

」

と

述

べ

て

い

る

。

ま

た

「

こ

の

絶

叫

と

共

に

す

べ

て

の

も

の

が

明

ら

か

に

な

っ

た

、

観

自

在

菩

薩

の

行

は

そ

の

成

果

を

得

た

の

で

あ

る

」

と

も

い

っ

て

い

る

。

「
ｇ
ａ
ｔｅ
　
ｇ
ａ
ｔ
ｅ

…

…

ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｓ
ａ
ｍ

ｇ
ａ
ｔｅ

往

き

ま

し

ょ

う

、

往

き

ま

し

ょ

う

…

…

彼

の

岸

に

一

緒

に

往
き

ま
し

ょ

う
」

と

い
う

叫

び

声

は

、
ま

さ
し

く

共

生

ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｓ
ａ
ｍ
ｇ
ａ
ｔｅ

一

緒

に

往

き

ま

し

ょ

う

、

を

強

調

し

て

い

る

も

の

と

受

け

と

め

る

こ

と

が

で

き

る
。

科

学

の

発

展

に

よ

る

人
間

生
活

の
合

理

性

の

追

求

は

、

仏

教
の

一

面

か

ら

み

る

と

、

欲

望

の

充

足

と
み

な
さ

れ

る
。

現

代

社

会

に

お
け

る
欲

望

の

充

足

に

制

限

を

求

め

よ

う

と

し

て

、
「

環

境

と

共

生
」

と

い

う

テ

ー

マ
が

出

さ

れ

て

い

る

と

、

仏

教

の

立
場

か
ら

理

解

さ

れ

る

の

で

あ

る
。

つ
ま

り

こ

の

欲

望

の

充

足

に

抑

制

・

減

滅

を
加

え

る

こ

と

が

、

自

を

利

し
、

他
を

利

す

る

と

い

う

、

仏

教

徒

の

実

践

の
あ

り

方

・
自

利

他

利

の
世

界

を
現

成

さ

せ

る

こ

と

に

な

る

の

で

あ

る
。

こ

の
よ

う

に

『
般

若

心

経
』

の

は
じ

め
の

「
五

蘊

皆

空

な

り

と

照

見

し

て

、

一
切

の

苦

厄

を

度

し

た

ま

え
り

」

と

い

う

総

論

と

、
終

わ

り

の

こ

と
ば

（
神

呪

・
真

言

）

か

ら

、

か

か

る

仏
教

徒

の

環

境

問
題

に
対

す

る

あ

り
方

が

見
出

さ
れ

る

の

で

あ

る

。

い

ま

一

つ

、
釈

尊

の
最

後

の

説

法

と

み

な

さ

れ

て

い

る

『
遺

教

経
』
（
『
仏

垂

般
涅
槃
略

説
教
誡
経
』
）
に

、

少

欲

・

知

足

が

強

調

さ

れ
て

い

る

こ

と

も

考

え

併

せ
て

み

る
べ

き

で

は

な

い

か

と

思

う
。
『
遺

教

経

』

に

つ

ぎ

の

よ

う

に

説

か
れ

て

い

る
。

汝

等

比

丘

、

当

に

知

る

べ
し

。

多

欲

の
人

は
利

を

求
む

る
こ

と

多

き

が

故

に
苦

悩

も

亦

多
し

。

少

欲

の
人

は
求

む

る

こ

と

無

く

、
欲

す

る

こ

と

無

け

れ

ば

則

ち

此

の
患

無

し

。

直

爾

に
少

欲

の

み

な
り

と

も

尚

修

習

す

べ

し

。

何

に

況

ん
や

少

欲

の

能

く

諸

善

功

徳

を

生
ず

る
を

や

。

少

欲



の
人
は
則
ち
■
曲
し
て
、
以
て
人
の
意
を
求
む
る
こ
と
無
し
。
亦
復
た

諸

根

の

牽

く

所

と

為

ら

ず

。

少

欲

を

行

ず

れ

ば

心

則

ち

坦

然

と

し

て

憂

畏

す

る
所

無

し

。

事

に
触

れ

て

余

あ

り

。

常

に
足

ら

ざ

る
こ

と

無

し

。

少

欲

有

ら

ば

則

ち
涅

槃

あ

り

。

是

れ

を

少

欲

と

名

く

。

汝

等
比

丘

、
若

し

諸

の

苦

悩
を

脱

せ
む

と

欲

す

れ

ば

、

当

に

知
足

を

観

ず

べ
し

。

知

足

の

法

は
即

ち
是

れ

富

楽

安

隠

の

処

な

り

。

知

足

の

人

は

地
上

に
臥

す

と

雖

も
猶

安

楽

な
り

と
す

。

不

知

足

の

者

は

天

堂

に

処

る
と

雖

も

亦

意

に

称

は
ず

。

不

知
足

の
者

は

富

め

り

と

雖

も

而

も

貧

し
。

知

足

の

人

は

貧

し

と

雖

も
而

も
富

め

り
。

不

知

足

の

者

は

常

に
五

欲

の

為

に

牽

か

る

。

知

足

の

者

の

憐
愍

す

る

所

為

り

。
是

を

知

足

と

名

く

。

「
多

欲

の

人

は
利

を

求

む

る

こ

と

多
き

が

故

に

苦

悩

も

亦

多
し

。

少

欲

の

人

は
求

む

る

こ

と

無

く

、

欲

す

る

こ

と

無
け

れ
ば

則

ち

此

の

患

無

し

。

…

…

少

欲

有
ら

は

則

ち

涅

槃

あ

り

。
是

れ

を

少

欲

と

名

く

」

と

あ

る

。

ま

た

「
若

し

諸

の

苦

悩

を

脱

せ

む

と

欲

す

れ

ば

、

当

に

知

足

を

観

ず

べ

し

。

知

足

の

法

は

即

ち

是

れ

富

楽

安

隠

の

処

な

り

。

…

…

不

知

足

の

者

は

常

に

五

欲

の

為

に
牽

か

る

。

知

足

の

者

の

憐

愍

す

る
所

為

り

。

是

を

知

足

と

名

く

。
」

と

あ

る
。

こ

の

少

欲

（
欲

が

少

な
く

て

満

足

す

る
）

知

足

（
足

る
こ

と

を
知

る
）

は

共

生

の

あ

り

方

と
考

え

ら

れ

、

環

境

問

題

に
対

応

す

る
、

仏

教

徒

の
人

間

生

活

の

あ

り

様

と

し

て

受

け

と

め

る
こ

と

が

で

き

よ
う

。

（
１
）

『
地
球
時
代
の
新
し
い
環
境
観
と
社

会
像
』
内
藤
正

明
編
著

、
六
１

七
頁
。

こ
こ

に
は
地
球
環
境
問
題
に

関
し
て
、
「
問

題
の
概
要
」
「
問
題

の
現
状
」
「
わ

が

国

と

の

か

か

お

り

」

「

い

ま

ま

で

の

お

も

な

取

り

組

み

」

「

い

ま

ま

で

の

取

り

組

み

で

の

問

題

点

」

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

紹

介

し

て

お

く

。

（

２

）

『

梵

和

大

辞

典

』

一

三

六

七

頁

。

ｓ
a
m

ｙ

ｕ

ｋ

ｔ
ａ

に

は

「

共

・

勤

・

相

応

・

共

生

・

和

合

」

な

ど

の

漢

訳

が

あ

て

ら

れ

て

い

る

。
"

Ｓ
ａ

ｎ

ｓ

ｋ
ｒ

ｉ
ｔ
-
Ｅ

ｎ

ｇ

ｌ
ｉｓ

ｈ
-

Ｄ

ｉｃ
-

ｔ
ｉｏ

ｎ

ａ
ｒ

ｙ
"

（

ｍ

ｏ
ｎ

ｉ
ｅ
ｒ

）
　

ｐ
,

 １

１
１
２

に

は

’ｃ
ｏ

ｎ

ｊ
ｏ

ｉｎ

ｅ

ｄ
,
　

ｔ
ｏ

ｇ

ｅ

ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
,
　

ｃ
ｏ

ｍ

ｂ

ｉｎ

ｅ

ｄ
,

な
ど
に
英
訳
さ
れ
て
い
る
。
ｓ
a
m
ｙ
ｕ
ｋ
ｔ
ａ
は
ｓ
a
m
複
数
の
接
頭
語
に
■
■
（
結

ぶ

）

の

過

去

受

動

分

詞

で

あ

る

。

（

３

）

『

椎

尾

辨

匡

選

集

』

第

九

巻

、

五

八

八

頁

。

さ

ら

に

「

共

生

講

壇

」

同

書

七

頁

に

は

「

協

同

共

生

」

と

し

て

以

下

の

よ

う

な

論

述

が

あ

る

。

「

仏

教

は

無

我

の

根

底

に

立

ち

縁

起

の

実

相

を

主

張

い

た

し

ま

す

。

す

べ

て

に

個

在

の

孤

立

を

認

め

ま

せ

ぬ

。

一

切

は

縁

に

よ

っ

て

で

き

あ

が

っ

て

ゆ

く

の

で

あ

り

ま

す

。

誰

人

と

い

え

ど

も

一

個

人

と

し

て

独

存

す

べ

き

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

こ

の

肉

体

が

衆

縁

の

合

成

で

あ

る

よ

う

に

、

そ

の

存

続

も

ま

た

衆

縁

の

力

で

あ

り

ま

す

。

縁

に

遠

近

の

差

別

こ

そ

あ

れ

、

全

法

界

を

あ

げ

て

、

一

切

が

相

依

相

関

で

な

い

も

の

は

あ

り

ま

せ

ん

。

す

べ

て

は

協

同

で

あ

り

共

生

で

あ

り

、

社

会

の

お

か

げ

で

あ

り

ま

す

。

各

人

は

こ

と

ご

と

く

社

会

の

一

員

と

し

て

、

完

全

に

立

た

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

。

ど

ん

な

山

奥

の

一

軒

家

で

も

、

全

然

社

会

と

没

交

渉

で

あ

り

得

る

も

の

で

は

な

く

、

世

間

の

風

波

も

く

れ

ば

経

済

上

の

影

響

も

見

舞

っ

て

ま

い

り

ま

す

。

か

く

い

え

ば

と

て

い

た

づ

ら

に

烏

合

で

あ

り

お

つ

き

お

い

で

あ

っ

て

は

な

り

ま

せ

ん

。

そ

の

共

同

に

縛

ら

れ

ず

囚

わ

れ

ず

真

の

社

会

人

と

し

て

生

き

る

こ

と

が

私

た

ち

の

真

生

正

命

で

あ

り

真

実

生

活

で

あ

り

ま

す

。

」

（

４

）
　

舟

橋

一

哉

著

『

原

始

佛

教

思

想

の

研

究

』

六

一

－

六

九

頁

。

（

５

）

『

般

若

心

経

・

金

剛

般

若

経

』

岩

波

文

庫

、

九

－

一

四

頁

。

こ

の

『

般

若

心

経

』

に

は

羅

什

訳

を

は

じ

め

七

種

類

も

あ

る

が

、

日

本

人

（

中

国

・

韓

国

）

に

い

ち

ぱ

ん

よ

く

親

し

ま

れ

て

い

る

玄

奘

訳

を

用

い

た

。

な

お

『

般

若

心

経

』

に

つ

い

て

は

〈

岩

波

文

庫

本

〉

の

一

七

〇

頁

か

ら

の

解

題

を

参

照

さ

れ

た

い

。



（
６

）

『
般
若

心

経

』

梵

本

・
空

外

漢

訳

・
和

訳

は

、

山

本

空

外

（
昭

和

六

十

年

）

の
出

さ

れ

た

も

の

で

あ

る
が

、

彼

は

早
く

か
ら

「
行

を

行

じ

し

時

」

と

訳
し

て

い

た
。

（
７

）
　
舟

橋

一
哉

著

『
原

始

佛

教

思

想

の

研

究

』
「
五

蘊

説

」

の

説

明

（
二

三
－

七

頁

）

を

参

照

さ

れ

た

い
。

（
８

）

「
空

（
ｓ
ｕ
ｎ
ｙ
ａ
ｔａ
）

な

り

と

照

見

（
ｐ
ａ
ｓ
ｙ
ａ
ｔ
ｉ
　ｓ
m
a
）

す

る

」

と

い

う

の

は
、

無

明

・
執

着

・
欲

望

か

ら
解

放

さ

れ

る

。
と

い
う

意

味

を

表

わ

し

て

い

る
、

と

み

な

さ

れ

る

。

観

自

在

菩

薩

の

実

践

は

、

六
波

羅

蜜

（
布

施

ま
ｇ

・

持

戒

４
１

・
忍

辱

ｋ
ｓ
ａ
ｎ
ｔ
ｉ
　

精

進

ｖ
ｉｒ
ｙ
ａ
　・
禅

定

ｄ
ｈ
ｙ
ａ
ｎ
ａ
　
・
智

慧

ｐ
ｒ
ａ
ｊｎ
ａ
）

で

あ

る

が

、
「
深

般

若

波

羅

蜜

多

を

行

じ

し

時

」

の

梵

文

は

ｐ
ｒ
ａ
ｊｎ
ａ
-

ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｍ

ｉｔａ
ｙ
a
m
　ｃ
ａ
ｒ
ｙ
a
m
　ｃ
ａ
ｒ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ

（
智

慧

の

完

成

に

お

い

て

、

行

を

行

じ

つ
つ

あ

っ
た

そ

の

と

き

に
）

と

あ

る
よ

う

に

、

智

慧

の

完

成

、

無

明

・
欲

望

か

ら

の

解

放

で

あ

る

こ

と

は
容

易

に
理

解

で

き

よ

う

。

（
９

）

『
鈴

木

大

拙

全
集

』

第

五

巻

の

一

一

八
頁

。

と
く

に

「
般

若

経

の

哲

学

と

宗

教

」

を

参

照

さ

れ

た

い
。

（
1
0
）

『
鈴

木

大

拙

全
集

』

一

一

五
－

一

ニ

ー
頁

。

（
1
1
）

『
国

訳

一
切

経

』
経

集

部

三
－

一

四

四

頁

。
『
遣

教

経

』

の

こ

の

部

分

に

は
以

下

の

註

が

あ

る

の

で

転

載

す

る
。

【
四
三
】
■
曲
。
へ
つ
ら
ひ
て
殊
更
に
心
を
曲
げ
従
ふ
こ
と
。

【
四

四

】

欺

誑

。

あ

ざ

む

き

た
ぶ

ら

か
す

こ

と

。

【
四

五

】

以

下

数

節

、

正

宗

分

中

の

第

二
で

、

成

就

出

世

間

大

人

功

徳

分

と

名

け
ら
る
ゝ
一
段
で
あ
る
。
蓋
し
上
に
述
べ
た
諸
徳
は
、
何
れ
も
世
間
的
徳
目
で

あ

っ

て

、

必

ず

し

も

出

世

間

的

、

宗

教

的

徳

行

で

は

な

い
が

、

こ

れ

に
反

し

以

下

所

述

の

諸

徳

は

何

れ

も

大

人

即

ち

菩

薩

の

修

す

べ

き

出

世

間

的

徳

行

な

る

が

故

に

か

く

名

け

た

も

の

で

あ

ら

う

と

い

は

れ

る
。

而

し

て

以

下

所

述

の

、

少

欲

・
知

足

・

遠

離

・
精

進

・
不

忘

念

・
禅

定

・
智

慧

・
不

戯

論

の

八

は

八
大

人

覚

と

よ

ば

れ

て

ゐ

る

。

【
四
六
】
坦
然
。
平
安
な
貎
。

【
四
七
】
無
為

（
ａ
ｓ
a
mｓ
ｋ
ｒ
ｔ
a
m）
。
作
為
す

る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
い
ひ
、
所

謂
は

か
ら
ひ
を
離
れ
た
所
を
い
ふ
。

（
1
2）
　
涅
槃
と
は
ｎ
ｉｒ
ｖ
ａ
ｎ
ａ

の
音
写
、
煩
悩
の
炎
を
吹
き
消

し
た
状
態
を
意
味
す

る
。

肉
体
の
あ

る
場
合
は
有
余
涅
槃
と
い
い
、
肉
体
を
滅
し
た
と
き
は
無
余
涅
槃

と

い
う
。

（
1
3
）
　
五
欲
と
は
五
つ
の
欲
望
―
―
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
（
五
根
）
の
五
境
に
対

す
る
欲
望
の
こ
と
。
色
欲
・
声
欲
・
香
欲
・
味
欲
・
触
欲
で
あ
る
。

（
た

か
は

し

・
こ

う
じ

、

浄

土

教

思

想

、

佛

教

大

学

教
授

）
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